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はじめに

教育実習の期間（山口大学教育学部では、 3年次後期に附属学校・園での基本実習 4週

間、 4年次前期に公立学校での応用実習 2週間）は、今日の欧米諸国の 9~ 1 8週間、か

っての師範学校の 8~1 2週間と比ぺて長いものではない。限られた実習期間において、

学生が教育実習に問題意識と意欲をもって臨み、実践的指導力の基本をできるだけ多く学

びとり、今後の課題を確立して大学・ 学部の講義・演習等により積極的に取り組むように

するためには、教育実習の事前と事後にそのための指導＝学習が必要であるという認識は

十数年来、全国大学の教育実習関係者の間でたかまっていた。

山口大学教育学部では昭和58年度から 2年間、 「教育実習検討委員会」において教育実

習の問題点と改善の方向が検討され、報告書 「教育実習の改善について』 （昭和60年5月

15日）がまとめられた。そこでは、 「教育実習を大学・学部教育の一環として位置づけ・

．」、 「教育実習を教育研究課題の発見・把握、深化・統合をはかる体験学習の場として

とらえ、学生を指導する必要があること」、 「そのために、事前指導・事後指導の充実を

はかること」が提言された。それを受けて、昭和60年から 2年余間にわたる 「教育実習研

究委員会」は、とくに教育実習事前指導の具体化をめざし、 3年次前期に毎週 lコマ、必

修の教育実習事前指導としての授業科目 「教育実践研究」の新設を中心とする報告書を提

出した。このような準偏期間をへて山口大学教育学部では平成2年に教育実習事前・事後

指導の大綱がまとめられ、平成3年度に試行実施した。昭和63年の教育職員免許法、平成

元年の同法施行規則の改正によって、教育実習の単位には 「教育実習に係る事前及び事後

拿山口大学教育学部附属教育実賎研究指導センター
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指導」の 1単位を含むこととなり、平成4年度からは教育実習事前 ・事後指導が単位化さ

れ、本格実施されて三年目を経過した。

教育実習事前・ 事後指導が所期の目標をどの程度達成しえているのか、学生において教

育実習と大学・学部教育が有機的につなかりえているのかについては、事前・事後指導実

施計画をたて、指導を担当する側においても、いくつかの問題点を把握しており、来年度

で現行実施要領 5年目をむかえる段階で、諸種の調壺研究をしつつ、教育実習事前・事後

指導の改善構想をたてなければならない。

I. 目的

山口大学教育学部学生の教職及び教育実習にかかわる諸意識の実態を讃査し、今後の

教育実習事前・ 事後指導実施計画案の改善方策をたてるための基礎資料を得ることを目的

とする。

II.対象と方法

教育学部第 3年次生で小学校教員養成課程と中学校教員養成課程及び総合文化教育課程

の学生を対象とした。調査項目 「教職志望度」、 「教臓適性感」及び 「教育実習観」にお

いては、事前指導開始時の 4月中旬と終了時の 7月上旬、さらに附属学校での教育実習

（基本実習） 終了後の 11月上旬の三度、同一質問項目で回答を求め、 「教育実習自信度」

は4月と 7月に同一質問項目で、それぞれ無記名（ただし、所属の課程と性別は記入）で

回答を求めた。有効標本として処理した回答紙は 「事前指導」開始時 (4月）で学部全学

生23 7名 （小学校課程 16 3名、中学校及び総合文化課程 74名）、 「事前指導」終了

時 (7月）で 22 1名 （小学校課程 14 7名、中学校及び総合文化課程 74名）、 「教育

実習」終了時 (11月）で22 2名 （小学校課程 16 2名、中学校及び総合文化課程 60 

名）であった。なお、調査の質問項目において、 「教育実習自信度」については神戸大学

教育学部教育実習研究会 「教育実習の基礎的研究』 （昭和 59年3月）に掲げられている

項目を、 「教職適性感」と 「教育実習観」については村上嘉ー氏の論文 「教育実習の前後

における実習生の意識と変容」 （愛媛大学教育実践研究指導センター紀要No.I, 1983 

年）から借用した。

m.結果と考察

1.教職志望度について

教育実習事前指導を開始した 4月と事前指導が終了した 7月及び附属学校での教育

実習が終了した 11月の三度にわたり、同一項目で教職志望の度合いをたずねた。

設問

あなたは、いま、教職を志望していますか。いずれかに〇印をしてください。

1.教職を強く志望している。

2. 一応、教職志望である。

3. 教職と教職以外の選択に迷っている。

4.教職を志望していない。
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第 1表 教職志望度集計表

l教職を強く 2一応、教職 3教職と教職 4教職を志望
志望してい 志望である 以外の選択 していない

4月 る に迷っている

学部全学生 62 (26.2%) 72(30.4%) 65(27.4%) 38(16. 096) 

小 全体 46 (28.2") 53(32.5%) 43(26.496) 21(12.9¥) 
，，，子ら

校 男 25(43. 1%) 19(32.8%) 9(15. 6%) 6(8.6%) 
課
程 女 21(20.0%) 34(32.4%) 34(32.4%) 15(15. 2%) 

中合 全体 16(21. 6%) 19(25. 7%) 22(29. 7%) 17(23.0%) 
学文
校化 男 10(27.8%) 7(19.4%) 12(36. 1%) 7(19.4%) 
・課
総程 女 6(15. 896) 12(31. 6") 10(26.3%) 10(26.3%) 

7月

学部全学生 56(25.39') 67(30.3%) 57(25.8¥) 41(18. 6") 

小 全体 42(28.696) 45(30.6¥) 36(24.5¥) 24(16.3%) 
足子

校 男 22(44.0%) 19(27.5%) 8(15. 7") 6(11. 8%) 
課
程 女 20(20. 696) 31 C 32.償） 28(28.9") 18(18. 6¥) 

中合 全体 14(18. 9") 22(29. 7") 21(28.4%) 17(23.0~) 
学文
校化 男 7(20.6%) 13(38.2%) 6(17.6%) 8(23.5%) 
・課
総程 女 7(19.5¥) 9(22.0%) 15(36.6") 9(22.0%) 

1 1月

学部全学生 74(33.3%) 54(24.39') 57(25. 7") 26(I I. 7") 

小 全体 56(34.6%) 41(25.3%) 42(25.9%) 1700.5%) 
邑子

校 男 26(44.8%) 13(22.4%) 12(20. 7¥) 5(8. 7%) 
課
程 女 30(28.9") 28(26.9¥) 30(28.8%) 12(1 l. 5~) 

中合 全体 18(30. 096) 13(21. 796) 15(25. 0¥) 9(15.0%) 
学文
校化 男 7(25.0") 11(39.3¥) 4(14. 3") 5(17. 9¥) 
・課
総程 女 11(34.4%) 2(6.3%) 11(34.4%) 402. 5%) 

（無答 11) 
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第 1図
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2. 教育実習への自信・不安度について

考察

教員採用が厳しい現状のなかで、ともか

くも教師になりたいと希望している学生

はいずれの時期でも六割弱である。

教育実習後は 2の 「一応教職志望」と4

の 「教職不志望」が減少し、 1の 「教職を

強く志望する」学生が十から＋に増加して

しヽる。

男女を比べてみると、教員採用状況を反

映して、女子学生の志望率が低く、とくに

中学校・総合文化課程は 40％台である。

男子学生は小学校課程で 76%-7 2%-

6 7％と減少しているが、中学校・総合

文化課程では 47%-59%-64％と志

望率が上昇している。

「事前指導」の開始時 (4月） と終了時 (7月）に教育実習にどの程度の自信・不安

をもっているかをたずねた。設問は以下のようになっている。

いま、教育実習 （基本実習）に対してどんな気持ちをもっていますか。

いずれかに0をしてください。

1. おおむね自信がある。

2. なんとかやっていけそうだ。

3. 漠然としている

4. 自信がなし、

5. すごく不安である

本項の集計表は次頁にかかげる。

考察

教育学部全学生において、選択肢 lと2の合計及び選択肢4と5の合計は、神戸大学では

34%-24％であるが、山口大学では4月で21%-40％となっている。 7月の時点

でも 18%-42％と 「事前指導」前後で変化していない。

女子学生は選択肢4と5の合計が小学校課程では 58 % (4月） 、51 % (7月） 、中学

校 ・総合文化課程では 47 % (4月）、50 % (7月）となっており、男子学生とはかな

りの差異がある。この傾向は 2年前でも同様であった。 「事前指導」で配慮しなければな

らなし‘o

3.教職適性感について

4月、 7月、 11月の三度にわたり、学生に自己の教職適性感をたずねた。

設問項目と集計結果は第 3表のとおりである。
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第 2表 教育実習への自信・不安度

A 「事前指導」開始時 (4月）

1おおむね 2なんとか 3漠然とし 4自信がな 5すごく不

自信があ やってい ている し‘ 安である

る けそうだ

学部全学生 7 (3. 0%） 4 3 (18. 1%) 8 6 C 36. 3%) 4 4 (18. 6%) 5 7 (24. 1%) 

小 全体 3 (I. 8") 2 7 (16. 6%) 5 9 C 36. 2%) 2 9(17.89') 4 5 (27. 6%) 
A 子

校 男 2 (3. 4%） 1 4 (23. 7%) 2 9 (49. 2%) 9 (15. 3¥) 5 C 8. 5¥) 

課

程 女 1 (1. 0%) 1 3 (12. 5%) 3 O (28. 8%) 2 0 (19. 2%) 4 O (38. 5%) 

中合 全体 4 (5. 4%) 1 6 (21. 6%) 2 7 (36. 5~) 15(20.3~) 1 2 (16. 2,) 

学文

校化 男 4 (11.1%) 7 (19. 4~) 1 6 (44. 4¥) 5 C 13. 9¥) 4 (11.1%) 

・課

総程 女 O C o. 0%) 9 (23. 7%) 1 1 C 28. 9¥) 1 0 (26. 3%) 8(21.1%) 

B 「事前指導」終了時 (7月）

lおおむね 2なんとか 3漠然とし 4自信がな 5すごく不

自信があ やってい ている し‘ 安である

る けそうだ

学部全学生 7 C 3. 2%) 3 3 (14. 9¥) 8 8 (39. 8¥) 4 5 (20. 4~) 4 8 (21. 7%) 

小 全体 4 (2. 7") 2 5 (17. 0%) 5 5 (37. 4%) 2 9 (19. 79') 3 4 (23. 2¥) 
子A 

校 男 4 C 8. 0%) 1 4 (28. 096) 1 8 (36. 0%) 9 (18. 0%) 5(10.0%) 

課

程 女 O (0. O") l l (l l. 3%） 3 7 (38. l¥) 2 O (20. 6%) 2 9 (29. 9") 

中合 全体 3 (4. 1%) 8 (10. 8%) 3 3 (44. 6%) 1 6 (21. 6%) 1 4 (18. 9%) 
学文

校化 男 3 (8. 8") 5 (14. 7") 1 6 (47. 1%) 7 (20. 6") 3 (8. 8¥) 
・課

総程 女 O (o. 0'6) 3 (7. 5'-) 1 7(42.5,) 9 (22. 5") 1 1 (27. 5%) 
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第 3表 教職適性感集計表

「事前指導」開始時 (4月） 「事前指導」終了時 (7月） 教育実習 （基本実習）終了時 (11月）

N=237 N = 2 2 1 N=222 

はし‘ わからない し、しヽえ 鶯 はし‘ わからない し、しヽえ 無 はし‘ わからない し、しヽえ 無

I.あなたは、子どもや生徒と遊ぷ 1 9 3 2 8 1 6 l 7 7 3 4 1 0 1 9 8 2 0 4 
ことが好きですか 8 1. 4 % 1 1. 8 % 6. 8% 8 0. I% 1 5. 4 96 4. 5 96 8 9. 2 % 9. 0 % 1. 8 % 

2.あなたは、子どもや生征に勉強 4 6 9 1 I O 0 4 1 I O I 7 9 4 3 8 1 9 8 
を教えることは苦手ですか 1 9. 4 % 3 8. 4 % 4 2. 2 % 1 8. 6 % 4 5. 796 3 5. 7 % I 9. 4 % 3 6. 5 % 4 4. l % 

3.あなたは、教師としての仕事を 5 2 1 0 8 7 7 2 0 1 3 3 6 7 1 44! 122 5 6 
うまくやっていけるだけの能力 2 I. 9 % 4 5 6% 3 2 5% 

I 
9. 0 % 6 0 2% 3 0. 3 % 19.8%155.0% 2 5. 2 % 

があると思いますか

4.あなたは、参観人が見ている前 1 3 9 3 8 6 0 1 2 5 4 8 4 8 4 1 4 0 1 4 1 

0, 

で子どもや生徒に教えることは 5 8. 6 % l 6. 0 % 2 5. 3 % 5 6. 6 % 2 I. 8% 2 I. 7 % I 8. 5 % I 8. 0 % 6 3. 5 % 
、非常にいやですか

＇ 5 6， ' l 
I 

5.あなたは、先輩教師や仲間と一 1 6 0 6 0 l 71 I 1 3 4 7 61 
11 i 1 5 7 ， ！ ， 

緒に協力して教育をやっていく 6 7. 5 % 2 5. 3 % 7. 2 % 6 0. 6 % 3 4. 3 % 5. 0 % 7 0. 7 % 2 5. 2 % 4. 1 % 
ことができますか

6.あなたは、子どもや生徒の親な 4 2 8 2 1 1 3 3 0 8 0 I I I 3 I 5 7 I 3 4 
どと、子どもの様子や問題につ 1 7. 7 % 3 4. 6 % 4 7 7% I 3. 6 % 3 6. 2 % 5 0. 2 % I 4. 0 % 2 5. 7 96 6 0. 4 96 
いて話し合うことは苦手ですか

7．あなたは、教育の問題を学問的 7 0 7 5 9 1 1 6 4 6 7 9 0 8 2 6 5 7 4 1 
に研究することが好きですか 2 9. 5 % 3 I. 6 % 3 8. 4 % 2 9. 0 % 3 0. 3 % 4 o. 7 % I 3 6. 9 % 2 9. 3 % 3 3. 3 % 

8.あなたは、自分の性格が教師の 8 6 8 4 6 7 6 0 I O 6 5 4 1 7 0 1 0 6 4 5 1 
仕事に向いていると思いますか 3 6. 3 % 3 5. 4 % 2 8. 3 % 2 7. 1 % 48. 096 2 4. 4 % 3 l. 5 % 4 7. 7 % 2 0. 3 % 



考察

l. あなたは、子どもや生徒と遊ぶことが好きですか。
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つねに子どもとともに居り、子ども

に思いをむけていることが教職の墓本

であるが、このことの認識は教育学部

学生は当然のことながら高い結果を示

している。とりわけ、子どもとの交流

体験をもった教育実習後は 9割の学生

が 「はい」と回答している。事前指導

による変動はない。

2. あなたは、子どもや生徒に勉強を教えることは苦手ですか。

20 40 
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この設問は、教育実践の場での教師

としての自己の技量の有無の意識をた

ずねたものである。 「苦手ではない」

と思う者が4割程度であり、教育実習

後の変動はない（愛媛大学では 42%

から 55％へ上昇している） 。実習体

験で若干の技量は得たが、同時に、自

己の実践的指導力について多くの課題

をもったからであろうか。

3. あなたは、教師としての仕事をうまくやっていけるだけの能力があると思いますか。

⑳_ ＿＿41)_ 60 8_(l_lj)0 第4図
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この設問は、教師としての資質、能

力全体に思いを向け、教師としての仕

事をやっていける自己の可能性の意識

をたずねたものであるが、 「はい」と

回答した者が設問 2と同様、 2割程度

にとどまっている。ただ、 「いいえ」

と回答した者が教育実習後若干減少し

ているが、これは努力すればやってい

けるようになる自己の可能性への信頼

感がはたらいているからであろうか。

4. あなたは、参観人が見ている前で子どもや生徒に教えることは、非常にいやですか。
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授業を参観されるのは 「いやだ」と

いう気持ちは自然の情であるが、教師

としての専門的力量形成にとって、そ

れはのりこえられるぺきだという 認識

は教育実習体験でたしかに得られてい

る。講義形式の事前指導によっては、

このような認識は形成されない。

5. あなたは、先輩教師や仲間と 緒に協力して教育をやっていく ことができますか。
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教師としての資質のひとつは、他人

と協力しあえること、閉鎖的にな らな

いことであるが、この点の学生の自己

診断の結果はおおむね良好である。

教育実習前では 「はい」と回答した

者が愛媛大学学生と同率の67. 5 % 

であるが、同大学が実習後は 82. 2 

％と上昇 しているのに対し、本学では

あまり上昇していない。

6. あなたは、 子どもや生徒の親などと、 子どもの様子や問題について話 し合うことは苦

手ですか。

烈 “)6080100
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第 7図

学生は子どもや関係者と子どもの成

長や指導について積極的に話 し合う自

信はまだないであろうが、しかし教師

は子どもの教育について独善的であっ

てはならないという認識はもっている

ようで、とくに実習体験後は苦手意識

を否定、克服しようとする傾向が強く

なっている。

7. あなたは、教育の問題を学問的に研究することが好きですか。

第 8図
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教育実習事前指導の設定のねらいの

ひとつは、教育実習を単なる見習い的

なものとしてではなく、教育問題追究

の研究型教育実習とすることにあるの

だが、学生の現状はそうなりえていな

い。事前指導の内容、方法に大きな問

題を投げかけられている。

しぃi

8. あなたは、自分の性格が教師の仕事に向いていると思いますか。

第 9図

教師向きの性格というものを学生が

どのようにイメージしているのかは把

握していないが、愛媛大学学生は 「は

い」とかいとうする者が実習前 17%

実習後8％となっているのに対し、山

口大学学生は 36%-32％と高くな

っている。 しかし、実習後は減少し、

「わからない」とする者が48％とな

っている。教育実習体験によって、人

間的課題を意識するからであろうか。

U) “} fill 槌 100 

一9|：ii;：ii;ii;;iiiiiiii;i;iiiiiiiiiiiiiiiiii・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -.-.・.・.・.・.・.・.・.・.・-・--. 

4.教育実習観について

学生の教育実習観についても、 4月一7月ー11月の三度にわたり、たずねた。

設問項目と集計結果は以下のとおりである。

考察

l．教育実習は時間や労働の負担が大きいわりには、あまり意味があるとは考えられない。

20 40 60 80 100 第10図
教育実習不用論に対して 8

割の学生が反対で、実習終了

後は 94％に上昇している。

課程別に見ると、小学校課

程の学生は 81 % (4月）一

8 3 % (7月） ー96 % (1 

1月）と反対しているが、中

学校・総合文化課程学生はや

や低く 70%-72%-88

％となっている。

非常に賛成

やや賛成巨

非常に反対 ．＿●＿●●＿●_＿．．ー・・＿・・＿・＿・＿●―-.....................-...<:.".

-107 -



2．教育実習は 教師になろうとする者にとって、教育に対する心構えや児童•生徒に対す

る理解の基礎を与えてくれる点で有意義である。 第11図

20 40 60 8.O100 9 2 % (4月）ー95 % ( 

非常に賛成1い／口／：． ．．＼4．．．．-．．．-．ー．．・・・~ I 
7月）ー 96%(11月）と

どの時点でも 9割以上の学生

が教育実習は意義あるものと

認めている。愛媛大学と同様

に、 「やや賛成」という消極

的賛成派も教育実習後は積極

的賛成に転じている。

や吋誠巨f：：皿皿皿：：：：2：：¥

胃
~砂

朗

も

や
で

や

らちど

非常に反対

＆教職につけば、児童•生徒に当然接触することになるのだから、在学中にわざわざ教育

実習をする必要はない。 第12図

W_ _ 40 _ _filL_ 8.0 100 ここではどの時点でも 9割

の学生が教育実習不用論に反

非常に賛成9 1 対。教育実習終了後での 「反

対」は小学校課程では 96%

ゃ吋諏b I であるが、中学校・総合文化

| 
課程は 90％とやや低くなっ

どちらでもない臣 ている。男子学生は小学校課

程でも中学校課程でも 4月と

7月の時点で女子学生より 3

非常に反対し：以ふ姜ぷ．． ．：．．~ I 
~8ボイント低いが、 実習後

は男女の差異はない。

4．在学中の学生は修学途中で専門の学力がまだ十分とはいえないから、教育実習で児童・

生徒を教えることは子どもにとって気の毒である。 第13図
「非常に賛成」と 「やや賛

20 40 60 80 100 成」の合計が4月で45%、

実習後は 50% （愛媛大学は

48%-51％と同様）で半

数の学生が子どもに 「気の毒

である」という意識をもって

いる。この設問は判断に迷う

ところがあっ たようで、 記入

修正したり、コメント （例

「でも付属の子はそれを承知

で入学しているので・・ 」と

か 「両面あり 」として 「どち

らでもない」に0印）をつけ

非常に賛成侶
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た学生もいた。

5. 教育実習は学生が大学にもどってからの学習や研究の方向を明確にするために必要で

ある。 第14図

20 _4_0_ 60 &O no 教育実習を大学・ 学部での

講義・演習等と関連させて、

その意義を認める考え方の傾

向をたずねたものであるが、

事前指導開始時 75%、同終

了後は 80%．教育実習終了

どちらでもない巨云戸 I 後は 89％としだいに上昇 し

ていふ 学生のこの意識の向

やや殴~ I 上に応える教育実習事後指導

の充実が必要である。

非常に反対

6．教育実習は教職に対する 自分の適性を見いだすうえで有意義である。

第15図
~ 100 教育実習の意義のひとつは

非常に賛成［図::'.：'.:'.'.:：り旦丁匹四!...h I 

どちらでもない~ I 

やや反対tti I 

非常に反対

自己の教職への適性を見極め

ることと捉えている学生は4

月で88%、 11月で86%

であり、 妥当な傾向である。

教臓を志望するかどうかで迷

っている者が多い女子学生は

この設問ではどの時期におい

ても男子学生より 平均 5ポイ

ント高くなっている。

7．教百芙背（基本実習）は4週間実施されているが、 目標 ・内容から考えて、これだけの

期間では不十分である。

20 40 6__0 

どちらでもない 1:•:f:．：丁 ｀：．．．： ．：，．．：夏翠夏ご夏翠：：：． ．

80 100 第16図

-109-

教育実習に行く前の学生は

「附属学校での 1ヶ月間の実

習は大変だ、長い」と思って

いるが、実習終了後は 「期間

はもう少しあった方がよい」

と言う者が多くなる傾向はつ

かんでいたが、この調査でそ

のことがはっきりした。 4週

間では不十分とする学生が4

月で24%、実習後は 36%



となる （愛媛大学では 34％から 64％へと高く上昇している） 。男女を比較すると、

4月で男子学生は 31％であるのに対し、女子学生は 19%、7月で24%-15%、

実習後は 50%-27％となっており、男子学生より女子学生の方が教育実習に負担

を感じているようである。教育実習に不安感をもつのは女子学生に多いことと一致す

る。
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